
情報学委員会分科会の設置について 

 

分科会等名：ユビキタス状況認識社会基盤分科会 

１ 所属委員会名

（複数の場合は、

主体となる委員

会に○印を付け

る。） 

情報学委員会 

２ 委員の構成 ２５名以内の会員又は連携会員 

３ 設 置 目 的  情報通信技術の発達により、行政、流通、交通、製造、防災、

医療、福祉など、生活の様々な局面において、人の属性や環境、

場所など様々な状況に応じた情報サービスが可能になりつつあ

る。他方、わが国で急速に進む少子高齢化により、これまで人手

でやってきたことを自動化し、社会全体を支える必要性が高まっ

ている。環境にコンピュータ、ネットワークやセンサを埋込み、

大量のデータを収集し、現実世界の状況を認識し、安全性・快適

性の向上や新たな情報サービスを構築するコンピューティング

モデルを、ユビキタスコンピューティングと呼ぶ。ユビキタスコ

ンピューティングに基づき、実世界のモノや場所の状況やそれら

の関係を情報と結びつけ、「その時、その場、その人」に応じた

情報処理を行う社会を「ユビキタス状況認識社会」と呼び、本分

科会では、ユビキタス状況認識社会の実現やイノベーションによ

る価値の創出にむけて、ＩｏＴ/ＣＰＳ、ビッグデータ、ＡＩ等

の情報技術を使い、関連研究分野と連携し、社会的課題や学問的

要請も考慮し、産官学を越えた俯瞰的な情報学の観点から審議を

行い、それに基づき社会的な提言を行うことを目的とする。 

４ 審 議 事 項 １．公共性のあるオープンデータの収集・流通基盤の整備 

２．持続的発展を可能とするエコシステムの整備 

３．データの所有権や収集・流通に関する法的整備やガイドライ

ンの整備 

４．オープンデータマーケットプレイスの技術的かつ法的整備 

５．パーソナル情報の利活用とプライバシー保護を両立させる技

術と法制度の整備 

６．公開シンポジウムの開催 

に係る審議に関すること 

５ 設 置 期 間 平成２９年１１月２４日～平成３２年９月３０日 

６ 備    考 ※事実上２３期からの継続 

 


